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「貯蓄から投資へ」を後押しするオンライン証券の挑戦 
－投資家層のすそ野拡大に向けて－ 

 
視 点 

 「フィンテック」の時流のなか、証券分野では、テクノロジーを活用して投資家が資

産運用をする場合に助言をしたり商品選定から売買までを一任できたりするサービス

である「ロボアドバイザー」や、スマートフォンで手軽に投資のできる「スマホ証券」

等への関心が集まっている。一方で、「ロボアドバイザーの普及は頭打ち」等という報

道も一部にある。 

 こうしたなか本稿では、人々が関心を持つであろうテーマを設定した「テーマ型投資」

を通じて「ワクワクする投資をはじめよう！」という想いの下、「フィンテック」を活

用しながら投資家層のすそ野拡大に向けて挑戦するオンライン証券会社の（株）FOLIO

（東京都千代田区）の事例を紹介する。 

 

要 旨 

 「ロボアドバイザー」や「スマホ証券」は、大手事業者を中心に直近数年間で利用

者、運用資産ともに大きく伸ばしているものの、証券業界全体からみたインパクト

は小さく、証券分野の「フィンテック」の広がりには“壁”がありそうである。 

 証券分野での「フィンテック」のキーワードとして、「若者向け」、「シンプル」、

「手軽さ」、「小口化」が挙げられる。「ロボアドバイザー」や「スマホ専業証券」

では、投資の知識があまりなかったり時間的に余裕がなかったりしても気軽に資産

運用を始められることを主眼としたサービスを提供しており、まさに投資初心者を

含む投資家層のすそ野拡大の一翼を担う存在だといえよう。また、この動きを、ス

マホの普及拡大が後押ししていることは間違いないだろう。 

 日本証券業協会の「証券業界とフィンテックに関する研究会」が公表した「フィン

テック時代の証券業」の締めくくりで指摘されているとおり、地域金融機関におい

ても、フィンテックの台頭を既存プレイヤーへの脅威と考えたり、フィンテックの

活用を短期的な収益獲得の手段と考えたりするのではなく、自行庫における預かり

資産営業のあるべき姿を再認識していくことが求められるのではないだろうか。 

 

 キーワード： フィンテック オンライン証券 スマートフォン 少額投資 
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１．証券分野で広がる「フィンテック」 

 信金中央金庫 地域・中小企業研究所では、金融調査情報 No.28-51（2016 年７月５日）

「急速に脚光浴びる「フィンテック」②‐金融サービス利用者のすそ野拡大に挑戦する

フィンテック企業‐」のなかで、「ロボアドバイザー2」や「スマホ専業証券」の事例を

取り上げた。 

 「ロボアドバイザー」

は、「助言型」と「投資

一任型」に大別できる

（図表１）。「助言型」

は、利用者の投資プラン

に対する診断、適した投

資ポートフォリオの提

案、資金シミュレーショ

ンの提供等を行うサー

ビスで、原則無料となっ

ている。「投資一任型」

は、こうした投資ポート

フォリオの提案等に加

えて運用までを自動で

行うサービスで、信託報酬（管理手数料）等の手数料負担がある。ロボアドバイザー最

大手のウェルスナビ（株）が提供するサービスをみると、2018 年８月 23 日現在で、申

込み件数 13 万口座、預かり資産額 1,000 億円を突破する3等（図表２）、直近２、３年

で急速に利用者および運用資産を伸ばしている。また、「スマホ専業証券」では、最大

                         
1 http://www.scbri.jp/PDFkinyuchousa/scb79h28s05.pdf 参照。 
2 ロボアドバイザーとは、「個人の金融資産運用のアドバイザリー業務をコンピュータを駆使して行うファイナンシ
ャル・アドバイザー」（『文系のためのフィンテック大全』129 頁）であり、より具体的には、「利用者がインターネット
上で投資目的やリスク許容度などに関するいくつかの質問に回答し、その情報に基づいてアルゴリズムがその
利用者に適したポートフォリオを提示し、銘柄選択や取引の執行、リバランシング、税金の最適化等の運用プロ
セス全体を自動的に行うサービス」（「証券レビュー第 58 巻第２号 146-147 頁）である。 
3 ウェルスナビ（株）公表のニュースリリース（2018 年８月 24 日）を参照。 

目次 

１．証券分野で広がる「フィンテック」 

２．株式会社 FOLIO によるテーマ別オンライン投資サービス 

（１）会社の概要 

（２）事業の概要 

（３）今後の展望 

３．利用者ニーズを捉えた投資家層のすそ野拡大に向けて 

（図表１）大手事業者によるロボアドバイザーの分類 

 
（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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手の（株）One
ワ ン

 Tap
タップ

 BUY
バ イ

が提供するサービ

スをみると、2016 年６月１日に本格開業

してから 2018 年３月 31 日時点の２年弱

で新規口座開設数 107,399 口座となり、

2017 年度中だけで約８万８千口座を獲

得している4。 

 一方、日本経済新聞（朝刊）（2018 年

７月 19 日）「「ロボアド」に成長の壁」

では、「「すぐに兆円単位の市場に育つ」

との関係者らの期待に反し、運用資産の

伸び悩みが続いている。」ことが指摘さ

れ、同（夕刊）（2018 年８月 20 日）「ス

マホ証券、取引手軽に」では、「スマホ

中心に展開する証券会社の口座数はまだ

少なく、・・・商品を絞り込むことで画

面表示を減らし、簡単な操作で注文がで

きるようにして口座獲得につなげようとしている。」と締めくくられている。証券分野

での「フィンテック」の広がりには“壁”もありそうである。 

 このように、証券分野での「フィンテック」の広がりが岐路に立つなか、人々が関心

を持つだろうテーマを設定した「テーマ型投資」を通じて「ワクワクする投資をはじめ

よう！」という想いで投資家層のすそ野拡大に向けて挑戦する（株）FOLIO（東京都千

代田区）の事例を紹介する。 

 

２．株式会社 FOLIO によるテーマ別オンライン投資サービス 

（１）会社の概要 

 同社は、2015 年 12 月に東京都港区で設立され、オンライン証券を事業とするフィ

ンテックスタートアップ企業である（図表３）。2017 年４月に第１種金融商品取引業

に登録し、同年７月から、オンライン上でテーマ投資サービスを展開している。なお、

同社の売買システムやディーリングシステム等はすべて自社開発であり内製化して

いる。 

 取材に応じていただいた甲斐真一郎代表取締役ＣＥＯは、京都大学在学中にタイで

の練習等を経て日本プロボクシングコミッションが行うプロテストに合格しボクシ

ングライセンスを取得する等、その行動力と集中力は群を抜いている。大学卒業後は、

外資系大手投資銀行において金利スワップやデリバティブ等を扱う金利トレーダー

                         
4 「業務及び財産の状況に関する説明書【平成 30 年３月期】」（https://www.onetapbuy.co.jp/pdf/dis201803.pdf）
７頁参照。 

（図表２）「ウェルスナビ」の預かり資産額の推移 

 
（出所）ウェルスナビ（株）公表のニュースリリース

（2018.8.24）「預かり資産・運用者数 No.1
ロボアドバイザー「WealthNavi（ウェルスナビ）」
が預かり資産 1000 億円を突破」 
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として第一線で活躍した。このと

き、仕事上で海外のエコノミスト

による経済レポート等を参考にす

るなか、米国レンディングクラブ5

の上場のニュース等を知ることで、

「フィンテック」に出会う。これ

をきっかけに、甲斐社長は、「フ

ィンテック」に対して関心をもっ

て調べていくうち、フィンテック

にはロボアドバイザーをはじめと

してさまざまな新しいビジネスモ

デルがあることに気づく。当時、

わが国のフィンテックは黎明期で

あったが、甲斐社長は「タイムラ

グに過ぎず、日本でも米国同様に

フィンテックは広がるはずだ」と

の確信を持つ。また、投資銀行業

を含む金融業界が縮小傾向にある

なか、「今後、フィンテックは指

数関数的に拡大していく業界だ」と信じ、2015 年 12 月、エンジニア５名を含むメン

バー８名で創業するに至る。なお、創業メンバーのうち、取締役ＣＴＯ（最高技術責

任者）を務める椎野孝弘氏はウェブデザイン分野での第一人者であり、現在の同社サ

ービスの原型を創り上げたキーパーソンの一人だという。 

 

（２）事業の概要 

  2017 年７月から提供している「テーマ投資サービス」は、一般的な株式投資とは異

なり、ある特定のテーマにあたる複数の銘柄に分散投資をする手法である（図表４）。

同社では、自社独自のマーケティングの結果を踏まえて設定したテーマごとに 10 銘

柄で構成し、最低投資金額を 10 万円としている。10 万円から分散投資できるため、

“手軽な投資信託”ともいえる。投資スタイルは、個人投資家の希望に応じて「バラ

ンス型」、「ディフェンス型」、「グロース型」、「バリュー型」の４つから選択で

き、構成する 10 銘柄の比率も変更できる。また、「ＶＲ（仮想現実）」、「寿司」、

「ペットと暮らす」、「京都」をはじめ数多くの身近なテーマが用意されている。手

                         
5 2007 年に米国サンフランシスコで創業した世界最大のソーシャルレンディング事業者である。なお、ソーシャル
レンディングとは、インターネット上で貸したい人と借りたい人を結びつけるサービスであり、Peer-to-peer lending
（Ｐ２Ｐレンディング）ともいわれる。 

（図表３）同社の概要 

 

 
（備考１）写真は同社の甲斐真一郎代表取締役社長 
（備考２）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

設　　　　　立 2015年12月
メ ン バ ー 数 85名
事  業  内  容 オンライン証券

所　  在  　地 東京都千代田区

同社の概要
法　　人　　名 株式会社FOLIO
代　　　　　表 甲斐 真一郎
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数料は、わかりやすくシン

プルな体系で、１つのテー

マを売買するごとに「売買

代金（時価）×0.5％（税抜

き）」がかかるだけであり6、

投資信託のような保有期間

中の手数料は一切かからな

い。つまり、個人投資家が

支払う手数料は、購入時と

売却時の２回だけであり、

投資信託と比べてコストを

抑えた運用ができる。 

  さらに、テーマ投資サー

ビスの大きな特長は、イン

ターフェイス（見た目のデ

ザイン）にある。甲斐社長

が取材のなかで「いかに迷

わないサービスにできるか

にこだわっている」とおっ

しゃっていたとおり、個人投資家が直感

的に操作できることにこだわっている。

例えば、テーマ投資をするとき、ネット

通販で買い物をする感覚で「カートに入

れる」をタップするだけで、投資初心者

でも簡単に取り扱える（図表５）。また、

「オンライン証券では特にデザインが

重要」とも言い、ＵＸ（顧客体験）のさ

らなる向上を追求しながらサービスの

デザインには強いこだわりを持つ。 

  なお、現在の主な投資家層は 20 歳代

後半から 30 歳代前半の男性が多いとい

う。甲斐社長は、今後、約 2,000 万人い

るといわれる「投資経験はないが投資を

してみたい」層に積極的にＰＲしていく

                         
6 証券口座への入出金については、リアルタイム入金サービスで入金手数料無料であるが、出金手数料は有料
である。 

（図表４）同社の提供するテーマ投資サービス 

 

 
（備考）同社提供 

（図表５）テーマ投資サービスの画面イメージ 

 
（備考）同社ホームページより引用 
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ことで、わが国の投資家層のすそ野を広げ、将来、同社のテーマ投資サービスを“オ

ンライン証券の社会インフラ”として、その存在意義を高めていきたいという。 

 

（３）今後の展望 

  2018 年１月からは、大手ＳＮＳ事業者のＬＩＮＥと業務提携した。ＬＩＮＥサービ

スの“楽しさ”を組み合わせることで、同社サービスの“ワクワク度”を高めたいと

いう。また、甲斐社長は、ＬＩＮＥがわが国に持つ 7,000 万人以上の会員にＰＲして

いくことで潜在的な投資家層を掘り起こし、将来、1,000 万口座の獲得を実現したい

と意気込む。 

  そのほか、地域金融機関との連携では、例えば、地場産業や地場特産物をはじめ「地

域」をキーワードにしたテーマ投資を設計し、それを地域金融機関経由でサービス提

供することも一つの可能性だという。同社では、「オンライン証券は広がるだろう」

というポテンシャルで終わらせないために、あらゆる可能性を信じて前向きな外部連

携（オープンイノベーション）を図っていく方針である。 

 

３．利用者ニーズを捉えた投資家層のすそ野拡大に向けて 

 月刊資本市場 No.393「フィンテックとリテール証券」のなかで、既存の証券会社が提

供しているスマホでの証券取引アプリは、あくまでデスクトップパソコンやノートパソ

コンで証券取引を行っていたサービスをスマホ上でもできるようにしたものであるこ

とが多いことが指摘されている。一方、証券分野での「フィンテック」について、キー

ワードとして「若者向け」、「シンプル」、「手軽さ」、「小口化」を挙げている。「ロ

ボアドバイザー」や「スマホ専業証券」では、投資の知識があまりなかったり時間的に

余裕がなかったりしても気軽に資

産運用を始められることを主眼と

したサービスを提供していること

から、本稿で事例紹介した（株）

FOLIO のようなオンライン証券は、

まさに投資初心者を含む投資家層

のすそ野拡大の一翼を担う存在だ

といえよう。この動きを、スマホの

普及拡大（図表６）が後押ししてい

ることは間違いないだろう。 

 日本証券業協会の「証券業界とフ

ィンテックに関する研究会」が公表

した「フィンテック時代の証券業」

の締めくくりでは、「…（中略）…

（図表６）スマートフォンの個人世帯保有率の推移 

 
（備考）総務省（2018 年６月）「平成 29 年通信利用動向調査

ポイント」をもとに信金中央金庫 地域・中小企業研究
所作成 
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フィンテックを適切に組み合わせることで人的リソースをより付加価値の高い業務に

向けていくことも可能となろう。フィンテックの台頭を既存プレイヤーへの脅威と考え

たり、フィンテックの活用を証券業者の短期的な収益獲得の手段と考えるのではなく、

証券業者のあるべき姿を再認識していくことが求められる。」と指摘されている。この

コメントは、証券業者に限ったことではなく、地域金融機関にも同じことがいえるので

はなかろうか。 

 筆者は、過去 30 社以上のフィンテック事業者等を取材訪問するなかで、フィンテッ

クスタートアップ企業では多くの利用者が求めていることを嗅ぎ分けてサービス設計

をする姿勢が強いと感じている。地域金融機関が預かり資産営業のなかで取引先等に提

案するにあたっては、自行庫の利用者ニーズをしっかり捉えたうえで、フィンテックス

タートアップ企業との協業を含めたオープンイノベーションも前提としながら、長期的

視野ならびに利用者本位の姿勢を徹底していくことが求められよう。 

                                   以 上 

（藁品 和寿） 
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【産業企業情報バックナンバーのご案内】 

号 数 題   名 発行年月 

２９－９ 
信用金庫の視点でひも解く 2017 年版中小企業白書・小規模企業白書 
－中小企業・小規模事業者のニーズを解明し課題解決へ－ 

2017 年 ８月 

２９－１０ 
地域活性化での活用が期待される電子地域通貨 
－電子地域通貨の商用化に向けて－ 

2017 年 ９月 

２９－１１ 
中小企業の「稼ぐ力」② 
－海外事業展開による「稼ぐ力」への挑戦－ 

2017 年 ９月 

２９－１２ 
新展開で「稼ぐ力」の再構築に挑む中小企業事例からの示唆 
－新展開のカギは顧客課題解決への「企業家」としての取り組み姿勢－ 

2017 年 11 月 

２９－１３ 
企業存続の命運を握る“事業承継”のあり方とは① 
－来たるべき“大廃業時代”を乗り越えるために－ 

2017 年 12 月 

２９－１４ 
企業存続の命運を握る“事業承継”のあり方とは② 
－すべての人が笑顔で事業承継を迎えるために－ 

2017 年 12 月 

２９－１５ 
中小企業の「稼ぐ力」③ 
－新事業展開による「稼ぐ力」への挑戦－ 

2017 年 12 月 

２９－１６ 
ＡＩ（人工知能）を活用した「地方創生」への挑戦 
－過疎地をつないで経済圏をつくる「過疎地連携経済圏構想」実現への挑戦－ 

2018 年 １月 

２９－１７ 
経営持続に不可欠な中小企業経営者の企業家としての役割 
－生産性向上による稼ぐ力を常に意識する企業家マインドこそがカギ－ 

2018 年 ２月 

２９－１８ 
中小企業の経営改善のための資金繰り支援への挑戦 
－ＡＩ（人工知能）を取り入れながら地域金融機関向けへ展開－ 

2018 年 ３月 

２９－１９ 
中小企業における経営者の健康管理と事業の承継 
－経営者の健康問題を事業継続の危機につなげないために－ 

2018 年 ３月 

２９－２０ 
事業承継問題の陰に潜む“技能･ノウハウ”の承継問題 

－経営者のバトンタッチだけでは完結しない現場レベルの承継問題を考える－ 
2018 年 ３月 

２９－２１ 
中小企業の「稼ぐ力」④ 

－地域密着による「稼ぐ力」への挑戦－ 
2018 年 ３月 

３０－１ 
中小企業の円滑な事業承継に向けた課題解決への挑戦 

－中小企業の事業承継を巡るさまざまな課題解決支援に向けて－ 
2018 年 ４月 

３０－２ 
電子記録債権を活用したフィンテックサービスへの挑戦 

－中小企業の資金繰り改善支援に向けた取組み－ 
2018 年 ４月 

３０－３ 
ＡＩ技術を活用した商標検索・出願サービスへの挑戦 

－中小企業におけるスムーズな商標出願の促進に向けて－ 
2018 年 ５月 

３０－４ 
生産性を向上させる新市場展開の中小企業事例からのヒント 

－固定観念にとらわれないターゲットの再認識と提供価値の適合化がカギ－ 
2018 年 ６月 

３０－５ 
ＡＩ技術を活用した宿泊料金決定システムの普及への挑戦 

－旅館・ホテル業界に新たな風を巻き起こす－ 
2018 年 ６月 

３０－６ 
中小企業における「人材活用」① 

－「シニア」の活躍による生産性向上への期待－ 
2018 年 ６月 

３０－７ 
千年企業の継続力 

－なぜそれほど長期にわたって事業を継続することができるのか－ 
2018 年 ７月 

３０－８ 
信用金庫の視点でひも解く 2018 年版中小企業白書・小規模企業白書 

－今こそ中小企業に求められる生産性向上－ 
2018 年 ７月 

３０－９ 
住宅購入希望者の夢をかなえる“住宅ローンテック”への挑戦 

－地方圏を中心に地域金融機関との戦略的提携を目指す－ 
2018 年 ８月 

３０－１０ 
「働き方改革」を中小企業の成長力強化に結びつけるためのヒント 
－働きやすい環境整備がもたらす従業員の活性化が生産性をアップ－ 

2018 年 ９月 

３０－１１ 
中小企業における「人材活用」② 
－「女性」の活躍による生産性向上への期待－ 

2018 年 ９月 

＊バックナンバーの請求は信金中央金庫営業店にお申しつけください。 

 

 



©信金中央金庫 地域･中小企業研究所 

8 

産業企業情報  ３０－１２      ２０１８.１０．３０  

信金中央金庫地域・中小企業研究所 活動状況 

（2018 年 9 月実績） 

○レポート等の発行状況 

発行日 分     類 通巻 タ  イ  ト  ル 

18.9.3 産業企業情報 30-10 
「働き方改革」を中小企業の成長力強化に結びつけるためのヒント 
－働きやすい環境整備がもたらす従業員の活性化が生産性をア
ップ－ 

18.9.4 内外金利・為替見通し 30-6 緩和的なスタンスは維持されようが、微調整がなされる可能性も 

18.9.25 金融調査情報 30-12 
地域活性化の仕組みづくりと地域金融機関(2)-1 
－「まちてん」の参加者（鹿児島県長島町）の事例から－ 

18.9.26 産業企業情報 30-11 
中小企業における「人材活用」② 
－「女性」の活躍による生産性向上への期待－ 

18.9.26 ニュース＆トピックス 30-34 ㈱さわやかリサーチの最近の取組み 

○講演等の実施状況 

実施日 講 演 タ  イ  ト  ル 主     催 講演者等 

18.9.7 内外経済と為替相場の展望 大川信用金庫 角田匠 

18.9.12 中小企業を取り巻く環境変化 留萌信用金庫 藁品和寿 

18.9.13 最近の景気動向と東京五輪後の経済展望 小松川信用金庫 角田匠 

18.9.13 中小企業の「稼ぐ力」 鹿沼相互信用金庫 松崎英一 

18.9.19 日本経済の現状と株式・為替相場の見通し 多摩信用金庫 角田匠 

＜信金中央金庫 地域・中小企業研究所 お問い合わせ先＞ 

〒103-0028 東京都中央区八重洲１丁目３番７号 

TEL: 03-5202-7671（ダイヤルイン） FAX: 03-3278-7048 

e-mail：s1000790@FaceToFace.ne.jp 

URL http://www.shinkin-central-bank.jp/（信金中央金庫） 

http://www.scbri.jp/（地域・中小企業研究所） 


